
Keyword

これまで伝統的な漆工品の素地（胎）として木材が使用さ
れてきた。理由は無垢材がもつ安心感や、豊富な森林資源を
活かす為の加工技術の発展と成熟などがあげられる。しかし
木材はその不均質性から、歪みや割れ、収縮などの変形が
伴う為、漆工品の素地として扱う際にはそれらの障害を制御
する方法として伝統的な技法が踏襲されてきた。一方、現代
においてはエンジニアリングウッドや樹脂等の新素材が開発さ

れ、これまで使用されてきた工芸的素材から代替が図られて
いる。ここで改めて漆工品の素地について再考し、現代のライ
フスタイルに合った漆の利活用について検証する必要がある。
本研究では現代のライフスタイルに合った漆の利活用の方法
を①素地と漆との関係性からの考察と、②その検証としての制
作の2つの視点から探り、生活に寄与する漆工品を提案するこ
とを目的とする。

素材特性を活かした漆工品の研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

●漆器や工芸品を生活に取り
入れてみたいと考えている
ユーザー、またその可能性を
もつターゲット層

生活へ漆器や工芸品を取り入
れるきっかけを提供することがで
きる

ブランドイメージの一新、および
高級感の演出

●紙、木材、ガラスなど素材メー
カーによる自社製品の開発、
および陶器などの製造メー
カーとの新製品開発

工芸技術の活用、漆工品開発
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伝統技法の見直し
による利活用

●塗料である漆は、近年開発された下地塗料や精製方法により、様々な素材
に塗布が可能である。

Point

使い捨てで使用される
紙皿や箸を和紙で補強
し、漆を塗布した製品。
伝統的な漆芸技法であ
る「和紙肌塗り」と「色
粉蒔き」により、耐久
性と質感を仕上げてい
る。

左：使い捨ての食器類
右：漆を塗布した製品

Keyword

デザインを学ぶ為には、デザインの前提としてプロポーション
（比率や割合）について知ることが基本だが、実際にそれをよ
く生かしているとはいえないだろう。プロポーションの良し悪し
は、当たり前に人間に内包された感覚を伴うことから、それは
いつの間にかセンスという言葉にまとめられているからだと考
えられる。

そこで、デザインの構成要素や要素同士の関係性が全体に
与える影響は論理的に説明が出来るという基本に立ち返り、
学生が建設的にデザインをする一助として、デザイン論理のひ
とつであるプロポーションに焦点を当てること、さらにアクティブ
ラーニング型授業の実施により、質の高いデザイン教育への相
乗効果を図った。

システマティック・タイポグラフィについての研究 
1：デザイン教育の現場から

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

基本的プロポーション
を用いる

●イメージを形にするアイデアスケッチの段階で、いくつかの比率（1:1, 
1:1.618, 1:2など）を提示しバランスを整えるよう促すことで、デザイン
のクオリティとスピードを高める。

Point

●［デザインを学ぶ学生］
　どうやったらデザインセンスを
得ることが出来ますか？

所謂センスと呼ばれる感覚は理
論を学ぶことで磨くことが出来ま
す。

デザインは論理的なものです。
デザインの前提や基本に立ち返
りましょう。

●［グラフィックデザイナー］
　デザインを説明しようにも感覚
でやっちゃってるからなぁ。

デザイン、プロポーション、タイポグラフィ、教育、システム
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・景観の中におけるサイン ―色彩についての研究―
・タイポグラフィのプロポーションに関する考察

例）実習授業「タイポグラフィ基礎」の場合の手順

Think-Pair-Share ●自分の考えを明確にし、他社の意見と対比しながら考えを深めていく、アク
ティブラーニング型を取り入れることで、デザイナーに必要な素地を意識する。

Point
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